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1リリース項目一覧(1/1)

NO. 対象機能 対象 概要 詳細

１ プロジェクト一覧
モバイルアプリ
Webアプリ

機能追加です。
現場座標系でもAR表示が可能になりました。

P2,3にて説明しております。

2 プロジェクト詳細 Webアプリ

機能追加です。
計測画面でマウスオーバーした際に選択できる様に致しました。
また、選択した状態で右クリックをすることで選択していた計測結果を
非表示にする事ができる様になりました。

P4にて説明しております。

Smart Construction Quick3D(以下SC Quick3D)のアップデートについて、
    以下の日程・内容にてリリースを致します。 

日程：日本時間 2025年7月8日(火)(予定) 18:00～20:00
          (リリース作業中は、一時的にアプリが使えなくなります。) 

アプリ 現行最新 今回リリース

モバイルアプリ Ver. 2.2.0 Ver. 2.3.0

Webアプリ Ver. 2.2.0 Ver. 2.3.0• モバイルアプリ：アプリの自動アップデートをONにしていない場合は、
App-Storeにて手動でアップデートしてください。

• Webアプリ ：本リリース内容については自動的にアップデートされ、
ご利用者並びにご利用中のデータにも影響はございません。



2No1 現場座標系でAR表示できる様に致しました。（STEP1）

従来 本リリース後

現場座標系の設計データをアップロードして
AR表示したい場合は
Dashboard側で現場座標系を設定した後に、
このオプションをonにした状態で
データをアップロードして下さい。



3No1 現場座標系でAR表示できる様に致しました。（STEP2）

プロジェクト一覧で、
プロジェクトの右上三点リーダーから
「ARで表示」を押し、AR表示が可能です。
（通常のAR表示と同じ）

従来 本リリース後
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拡大

計測結果が重なった場合に、
値が読み取りづらい事がありました。

計測結果の背景を少し透過する様に致しました。
また、計測結果が重なっている場合は、
表示したくない計測結果を選択後、
右クリックする事で非表示にする事が可能です。

No3 計測結果の背景を透過 ＆ 選択後右クリック非表示化対応しました。

従来 本リリース後

選択後右クリックで
計測結果を非表示にすることが可能
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